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まちかど散歩みち

故 相原 亨さんは、昭和38年に公立学校長に

任命され、昭和54年横瀬小学校校長を最後に、

39年間の教職員生活を終えられました。

退職後も永年の教職員経験を生かし数々の要

職に就かれ、特に昭和63年１月から勝浦町教育

委員長に就任されました。

今回、故相原さんの多年にわたる教育行政へ

の情熱と数々の功績が認められ、正六位の栄誉

に輝きました。

この教育行政への貢献と数々のご苦労に対し、

あらためて敬意を表し、叙位の栄誉に心からお

喜び申し上げますとともに、ご冥福をお祈りい

たします。

故 相原 亨さん（棚野）正六位受章

教育行政に貢献

ひ
な
祭
り
を
通
じ
て
交
流
を
続
け
て
い
る

愛
知
県
豊
田
市
足
助
町
の
足
助
観
光
協
会
か

ら
、
「
中
馬
の
お
ひ
な
さ
ん
」
十
周
年
を
記

念
し
て
勝
浦
座
を
迎
え
た
い
と
招
請
が
あ
り

公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
二
月
十
五
日
総
勢

二
十
五
人
の
座
員
や
太
夫
は
大
型
バ
ス
に
乗

り
込
み
、
午
前
七
時
に
勝
浦
を
出
発
し
午
後

二
時
に
足
助
町
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

舞
台
の
設
定
を
し
、
翌
日
の
公
演
本
番
に
備

え
ま
し
た
。
二
月
二
十
六
日
午
前
中
は
、
人

形
の
準
備
や
リ
ハ
ー
サ
ル
の
後
、
午
後
二
時

と
午
後
七
時
の
二
回
公
演
を
行
い
ま
し
た
。

両
公
演
と
も
三
百
四
十
席
の
前
売
り
券
が
完

売
状
態
で
満
員
盛
況
で
し
た
。
演
目
は
、
傾

城
阿
波
の
鳴
門
巡
礼
歌
の
段
と
絵
本
太
功
記

尼
ヶ
崎
の
段
で
す
。
多
く
の
観
客
を
感
動
の

渦
に
巻
き
込
み
、
公
演
は
大
成
功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
公
演
後
は
、
同
地

と
交
流
の
あ
る
北
海
道
・
岐
阜
の
方
々
や
市

民
の
方
と
一
緒
に
六
十
五
人
の
大
交
流
会
を

催
し
て
い
た
だ
き
、
北
海
道
の
か
に
を
は
じ

め
同
地
の
ご
ち
そ
う
に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。

手
厚
い
お
も
て
な
し
を
う
け
、
足
助
と
勝
浦

の
住
民
同
士
の
交
流
が
い
っ
そ
う
は
か
ら
れ

た
と
思
い
ま
し
た
。
「
中
馬
の
お
ひ
な
さ
ん
」

は
、
三
月
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
か
ら
贈
ら
れ
た
ひ

な
人
形
も
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
並
の
ひ
な

人
形
を
見
な
が
ら
散
策
で
き
る
催
し
で
す
。

是
非
一
度
、
足
を
運
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

愛知県豊田市足助町へ交流公演阿波人形浄瑠璃「勝浦座」
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平
成
十
九
年
七
月
に
勝
浦
町
立
保
育
所

民
営
化
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員
会

で
は
、
六
回
に
わ
た
り
、
検
討
を
重
ね
、

十
二
月
に
、
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
答
申

書
が
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
を
受
け
、
町
で
は
、
よ
り
よ
い
保

育
の
充
実
と
効
率
的
な
保
育
所
運
営
に
向

け
、
町
立
保
育
所
の
民
間
移
管
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、｢

勝
浦
町
立

保
育
所
民
間
移
管
基
本
方
針｣

(

勝
浦
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載)

を
策
定
し
ま
し
た
。

民
間
移
管
基
本
方
針
に
よ
り
、
勝
浦
町

立
保
育
所
移
管
先
法
人
の
選
定
に
あ
た
り
、

勝
浦
町
立
生
比
奈
保
育
所
お
よ
び
横
瀬
保

育
所
の
移
管
先
と
し
て
適
切
な
社
会
福
祉

法
人
を
選
定
の
た
め
、
移
管
先
法
人
選
定

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
に
は
、

生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所
の
保
護
者

会
正
副
会
長
ら
計
十
二
人
に
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。

続
い
て
中
田
町
長
か
ら
松
村
豊
大
委
員

長

(
徳
島
文
理
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

に
諮
問
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

保
育
所
民
営
化

Ｑ
＆
Ａ

一
月
七
日
・
八
日
・
十
日
お
よ
び
二
月

十
七
日
に
実
施
し
ま
し
た
説
明
会
で
保
護

者
の
方
か
ら
質
問
の
あ
り
ま
し
た
事
項
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

Ｑ

保
育
所
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ

る
の
で
す
か
。

Ａ

保
育
所
は
大
き
く
分
け
て
認
可
保
育

所
と
認
可
外
保
育
所
の
二
種
類
に
分
か
れ

ま
す
。

認
可
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
が

「
施
設
は
適
し
て
い
る
か
」、「
職
員
数
や
構

成
に
問
題
は
な
い
か
」、
「
保
育
目
標
な
ど

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
」、
「
保
育
所
を

運
営
す
る
の
に
必
要
な
資
産
を
有
し
て
い

る
か
」
な
ど
の
項
目
を
総
合
的
に
審
査
し

た
う
え
で
認
可
し
た
施
設
で
す
。

一
方
、
認
可
外
保
育
所
に
は
病
院
内
託

児
所
や
事
業
所
内
託
児
所
、
そ
の
他
の
託

児
所
が
あ
り
、
施
設
の
受
入
児
童
数
な
ど

に
よ
っ
て
徳
島
県
へ
の
届
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

民
間
移
管
後
の
保
育
所
は
、
認
可
保
育

所
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ

保
育
士
や
環
境
が
変
わ
る
こ
と
が
心

配
で
す
が
。

Ａ

町
で
は
民
間
移
管
に
あ
た
っ
て
は
環

境
の
変
化
を
最
小
限
と
す
る
こ
と
が
最
も

留
意
す
べ
き
点
で
あ
り
、
細
心
の
注
意
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
個
別
の
保
育
所
の
環
境

や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
構
成
要
因
は
、
サ
ー

ビ
ス
実
施
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
「
保

育
士
」
に
因
る
部
分
が
大
き
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
保
育
士
の
大
幅
な
入
れ
替
え
を

抑
止
す
る
こ
と
で
環
境
の
変
化
は
最
小
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
移
管
の
一
年
前

(

平
成
二
十
一
年
度)

か
ら
、
移
管
先
法
人

と
勝
浦
町
と
の
間
で
引
き
継
ぎ
を
実
施
し
、

こ
ど
も
た
ち
が
無
理
な
く
新
し
い
保
育
環

境
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配

慮
し
ま
す
。

平成20年２月４・５日、生小体育館にて地区対抗

９人制ミックスバレーボール大会が開催されました。

８チームの参加で白熱した試合がおこなわれました。

結果は 優 勝 沼江・石原

準優勝 山西掛･中角･今山 でした。

選手の皆さん、関係者の皆さんお疲れさまでした。

９人制ミックス
バレーボール大会

地区対抗

中田町長から松村委員長に諮問書を交付

保
育
所
移
管
先

法
人
選
定
委
員
会
設
置

���������	�
�������
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【お問合せ先】 勝浦町役場福祉課 （42）1502 IP 050（3438）7148 FAX（42）3028

重度心身障害者等医療費受給者のみなさんへ

後期高齢者医療制度の施行に伴い、４月１日以降、65歳以上74歳未満の方は後期高齢者医療保険に加入

していないと重度医療の助成が受けられなくなります。

後期高齢者医療保険へ加入するかどうかご検討いただき、必要な手続を行って下さい。

〈現在、老人保健へ加入されている方 (ピンク色の受給者証をお持ちの方) 〉

自動的に後期高齢者医療保険へ移行されますので、手続は必要ありません。（※現在加入されている国保

等の保険からの脱退手続が必要な場合がありますので、保険者にご確認ください。）後期高齢者医療保険へ

加入しないこともできます。加入しない場合は、３月31日までに役場福祉課へ取下げ申請を行って下さい。

〈現在、老人保健へ加入していない方〉

後期高齢者医療保険へ加入しない場合は、手続は必要ありませんが、重度医療の助成が受けられなくな

ります。加入する場合は、３月31日までに役場福祉課へ加入申請を行って下さい。（※現在加入されている

国保等の保険からの脱退手続が必要な場合がありますので、保険者にご確認ください。）

サ
ル
ビ
ア
作
業
所
も
五
年
を
迎
え
ま

し
た
。
障
害
者
の
方
に
親
し
ま
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
も
支
え
ら
れ
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
サ
ル
ビ
ア
で

は
地
域
で
生
活
し
て
い
る
障
害
者
の
方

が
、
自
立
と
社
会
参
加
を
め
ざ
し
て
、

お
互
い
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
自
分

に
応
じ
た
作
業
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

社
会
見
学
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
や
健

常
者
と
等
し
く
社
会
生
活
が
で
き
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
所
し
て
い
ま
す
。

家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
の
方
、
話
し
相

手
や
友
達
が
ほ
し
い
、
働
き
た
い
が
自

信
が
な
い
、
外
出
し
た
い
が
行
く
所
が

な
い
、
こ
ん
な
悩
み
を
も
た
れ
て
い
る

方
は
、
お
気
軽
に
作
業
所
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
作
業
所
で
は
こ
ん
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す

造
化
の
組
み
立
て
や
手
芸
品
作
り

縫
製
（
糸
き
り
、
ゴ
ム
通
し
や
ゴ

ム
結
び
等
）

蒸
し
パ
ン
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り

シ
キ
ミ
、
荒
神
松
、
サ
カ
キ
等
の

組
み
立
て

■
研
修
・
交
流
活
動

社
会
見
学

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

■
お
願
い

作
業
所
で
は
、
地
域
の
方
々
を
は
じ

め
障
害
福
祉
や
作
業
所
に
関
心
の
あ
る

方
と
の
交
流
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
を
手
伝
っ

て
く
だ
さ
る
方
、
通
所
者
と
の
話
し
相

手
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
の
作
り
方
を
教
え
て
く
だ
さ
る

方
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
や
通
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は

・
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

・
サ
ル
ビ
ア
作
業
所（

４
２
）
２
１
５
２

障
害
者
施
設

地
域
共
同
作
業
所

サ

ル

ビ

ア

◎保険料徴収の凍結について

後期高齢者医療制度に切り替わる直前に，国保以外の健康保険で被扶養者になっていた方の保険料は，平

成20年４月から９月までは徴収されず，10月から平成21年３月分までは９割減額された金額となり，徳島県

の場合10月から翌年３月の半年間の総額で約2,000円の保険料となります。

具体的なお支払い方法については，９月下旬頃に，お住まいの市町村からお知らせする予定です。
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◎資格について
現在老人保健に加入している方は、国保又は被用者保険から脱退し、自動的に後期高齢者医療の被保険者

となります。ただし、老人保健制度において障害認定を受けられている方（65歳から74歳）は、平成20年３

月31日付けで、下記お問合せ先窓口において障害認定の申請を取り下げることにより、後期高齢者医療制度

に加入しないことができます。その際は、引き続き国保又は被用者保険に加入していただくことになります。

◎被保険者証について 被保険者証は、平成20年３月中に世帯主又は被保険者に郵送します。

◎平成20年３月下旬に転入・転出等で異動があった方へ
平成20年４月１日制度施行に合わせ被保険者証等を一括送付するため、行き違いにより，

①前住所地の市町村から異動前の内容の被保険者証等が届く場合がありますが、使用できませんのでお手数

ですが前住所地の市町村へご返却ください。その際、新しい住所地の市町村から新しい被保険者証等が届

きます。同一市町村内の転居においても同様です。

②被保険者証等が４月に届く場合がありますので、ご了承ください。

◎病院などにかかるとき
病気やけがで診療を受けるときは、医療費の１割（現役並み所得者は３割）を窓口で支払います。

◎「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養受療証」をお持ちの方へ
現在、老人保健でこれらの証をお持ちの方については、平成20年３月末までに後期高齢者医療広域連合か

ら新たに交付いたします。現在お持ちの証は、３月末日で使えなくなります。

◎保険料の算定方法

徳島県は被保険者均等割額 40,774円 所得割率 ７.43％です。

（低所得者減額）低所得世帯に属する被保険者については、被保険者均等割額が軽減されます。

軽減される割合は、世帯の所得に応じて、７割、５割、２割の３種類となります。

（後期高齢者単身世帯の場合）について

［例①］基礎年金受給者 年金額79万円

所得割額 な し ＋被保険者均等割額 12,232円（７割減額）≒12,200円

［例②］厚生年金受給者 年金額208万円

所得割額 40,865円＋被保険者均等割額 40,774円（減額なし）≒81,600円

後期高齢者医療制度が始まることに伴い、新しい被保険者証が交付されます。なお、給付につ

いては老人保健制度と変わりませんが、新たに高額医療・高額介護合算制度が設けられます。ま

た、各種の申請や届出の受付は、お住まいの市町村の後期高齢者医療担当窓口で行います。

後期高齢者医療制度が始まります

平成20年4月から

保険料 ＝ 被保険者均等割額※ ＋ 所得割額
↓

被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等（基礎控除後の総所得金額）×所得割率※

※被保険者均等割額および所得割率（保険料率）は，２年ごとに設定されます。

「老人医療受給

者証」とそれぞ

れの「健康保険

被保険者証」の

２枚を病院など

で提示

「後期高齢者医

療被保険者証」

（りんどう色）

１枚を病院など

で提示

それぞれの

健康保険

被保険者証

老人医療

受給者証 変更

平成20年
４月１日から

平成20年
３月31日まで

見
本



徳島冬の

エコスタイル

勝浦中学校 １年 栗 本 美 樹 さん

栗本美樹さんが、徳島県主催の徳島冬のエコスタイル「新春書き初

め」で教育長賞を受賞しました。栗本さんは「温暖化がなくなればい

いなと思いながら書きました。うれしいです。」とコメントをいただ

きました。

他にもたくさんの方が入賞されています。おめでとうございます。

特 選 勝浦中学校 ３年 中 尾 陽 子

準特選 横瀬小学校 ３年 広 瀬 萌 生

生比奈小学校４年 東 日奈子

５年 多田慎太郎

勝浦中学校 １年 森 脇 滉 人

２年 岩 本 将 希 山 丸 響 香

吉 岡 璃 緒

３年 前 野 優 宮 本 慎 也

入 選 横瀬小学校 ２年 井 上 あ ゆ

４年 藤 本 友 哉 岡 実奈美

入 選 横瀬小学校 ６年 中 尾 愛 豊井麻友美

定作奈津美

生比奈小学校２年 福 田 真 由

４年 青 木 香 璃 森 脇 直 輝

生比奈小学校５年 北 野 有 理 宮 本 茜

福 徳 結 花

勝浦中学校 １年 廣 瀬 柚

２年 木 原 麻 衣 中 川 彩 香

定 作 沙 紀

３年 岩 佐 美 沙 北 野 杏 奈

（敬称略）

「新春書き初め」
徳島県教育長賞受賞!!

藤 本 祐 人（勝浦タイガースＡ） ４分36秒

原 田 聖 也（生比奈少年野球クラブＢ）４分36秒

鶴 代 達 也（ＦＣ上勝クレイン） ４分37秒

小 西 恭 平（勝浦キッズミニバスＡ） ４分37秒

久保田直樹（勝浦キッズミニバスＢ） ４分38秒

大 西 龍 成（生比奈少年野球クラブＡ）４分38秒

優 勝 勝浦タイガースＡ

２ 位 ＦＣ上勝クレインＡ

３ 位 勝浦キッズミニバスＡ

個人表彰者（町内のみ）

戸 田 真 資（勝浦タイガースＡ） ３分58秒

影 平 昌 耶（勝浦タイガースＢ） ４分01秒

木 原 直 人（勝浦タイガースＡ） ４分02秒

大 平 澪（勝浦タイガースＡ） ４分16秒

多田慎太郎（勝浦キッズミニバスＡ） ４分23秒

宮 本 雅 也（ＦＣ上勝クレイン） ４分28秒

山 平 秀 和（勝浦タイガースＡ） ４分29秒

中村健太郎（ＦＣ上勝クレイン） ４分31秒

立 石 琢 視（生比奈少年野球クラブＢ）４分33秒

岩 佐 伴 基（勝浦タイガースＢ） ４分34秒

富 本 隆 介（勝浦キッズミニバスＡ） ４分35秒

男 子

優 勝 勝浦ＪＶＣＡ

２ 位 勝浦キッズミニバスＡ

３ 位 生比奈クラブＡ

個人表彰者（町内のみ）

柴野氷可吏（勝浦ＪＶＣＡ） ４分18秒

大 本 彩 夏（勝浦ＪＶＣＡ） ４分25秒

豊井麻友美（勝浦ＪＶＣＡ） ４分26秒

板 垣 千 咲（勝浦ＪＶＣＡ） ４分34秒

黒 田 愛 莉（勝浦ＪＶＣＡ） ４分35秒

宮本奈留美（勝浦ＪＶＣＡ） ４分38秒

鶴 代 奈 月（生比奈クラブＡ） ４分41秒

多田有佳里（勝浦キッズミニバスＡ）４分42秒

清 水 彩 音（勝浦キッズミニバスＢ）４分44秒

女 子

２月３日、星谷運動公園において勝浦郡内のスポーツ少年

団駅伝が、男子15チーム・女子７チーム（ともにオープン参

加を含む）の参加により開催されました。選手たちは、たく

さんの声援の中、力いっぱい走りました

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

６

第22回 スポーツ少年団 駅伝大会
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ア ラ カ ル ト情報

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

７

平
成
二
十
年
度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
期
間

平
成
二
十
年
六
月
一
日
～

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

※
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
は
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

日
頃
か
ら
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
関
心
や
意

見
を
お
持
ち
の
方
（
満
二
十
才
以
上
）
で
、

総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
に
勤
務
経
験

の
な
い
方
（
御
家
族
を
含
む
）
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
年
二
回

実
施
・
全
員
）
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

（
別
途
出
席
を
依
頼
す
る
モ
ニ
タ
ー
）
で
す
。

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
、
住
所
、
氏
名

(

フ
リ
ガ
ナ)

、
電

話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

除
く
。
任
意
）
お
よ
び
応
募
の
動
機
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ

タ
ー
の
選
考
お
よ
び
そ
の
後
の
連
絡
用
と

し
て
の
み
使
用
し
ま
す
。

〔
あ
て
先
〕

〒
７
９
０-

８
７
９
５

松
山
市
宮
田
町
８
ー
５

四
国
総
合
通
信
局

電
気
通
信
事
業
課

「
電
気
通
信
モ
ニ
タ
ー
」
係

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
９（
９
３
６
）５
０
１
４

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shikoku-jigyou@rbt.soumu.go.jp

※
な
お
、
応
募
の
内
容
に
つ
い
て
は
四
国
総

合
通
信
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.

shikoku-bt.go.jp/

に
お
い
て
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

募
集
期
間

平
成
二
十
年
三
月
三
日

～

四
月
四
日

ま
で

(

当
日
消
印
有
効)

問
い
合
わ
せ

四
国
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

０
８
９（
９
３
６
）５
０
４
２

日
時
・
場
所

六
月
～
九
月
に
か
け
て
、
実

技
試
験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

職

種

造
園
な
ど
三
十
職
種

申
し
込
み

四
月
三
日

～
十
六
日

に
、
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
鳴
門

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐
町
商
工

会
に
て
受
付
し
ま
す
。

★
詳
し
く
は
、
徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

０
８
８（
６
６
３
）２
３
１
６
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
募
集
（
総
務
省
）

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者
）

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

14日 ５日

★
保
育
所
の
お
友
達
一
緒
に
お
別
れ
遠
足
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
見
学
を
し
た
り
、
春
の
自
然

に
ふ
れ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

場

所

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
会
場
と
星
谷
運
動
公
園

集
合
時
間

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
会
場

十
時
三
十
分

解
散
時
間

星
谷
運
動
公
園

正
午

★
ア
グ
リ
ク
ラ
ブ
の
方
達
と
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
の
知
っ
て
い
る
歌
を
演
奏
し
て
く
れ
た
り
、

劇
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
「
お
し
り
か
じ
り
む
し
」

「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
な
ど
。

★
保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
二
月
、
三
月
生
の
お
友

達
の
誕
生
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

健
康
相
談
日

３月

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

日 時 平日 午前９時～午後４時

場 所 生比奈保育所

内 容 乳幼児に関する来所相談・電話相談

育
児
相
談
日

日 時 ４ ・６ ・11 ・12
18 ・19 ・25 ・27
午前９時～10時

場 所 生比奈保育所
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平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

８

町
営
住
宅
に
空
き
室
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

三
月
三
日

～
三
月
十
三
日

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

募
集
住
宅
名

石
原
住
宅
（
石
原
）
一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

三
Ｄ
Ｋ

共
通
募
集
資
格

①
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方
。

ま
た
、
現
在
町
外
に
す
ん
で
い
る
方
で
あ
っ

て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引

き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

②
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と

（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万
円

以
下
。）

③
原
則
と
し
て
、
単
身
者
の
方
は
入
居
で
き

ま
せ
ん
。

④
家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力
を

有
す
る
方
。

⑤
入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

⑥
犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

①
家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
一
月
一
一
、
四
〇
〇
円
か

ら
一
九
、
〇
〇
〇
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

②
敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分
が

必
要
で
す
。

③
そ
の
他
、
共
益
費
と
し
て
毎
月
三
〇
〇
円

を
家
賃
に
加
算
し
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
槽

の
管
理
に
関
す
る
費
用
等
は
、
入
居
者
の

負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

四
月
一
日

予
定

そ
の
他

選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住
宅
設

置
お
よ
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

町
営
住
宅

入
居
者
募
集
！

勝浦郡対象

その他

パネルディスカッション的な方法で、パネ

リスト以外の会場の参加者にも積極的にご

意見をいただきながら意見交換を進めます。

日 時 平成20年３月８日（土曜日） 午後２時～午後４時

場 所 上勝町コミュニティーセンター（勝浦郡上勝町大字福原字下横峯３-１）

対 象 勝浦郡にお住まいの方

出席者 県関係者 飯 泉 知 事 ほか

パネリスト 長 田 喜 廣さん（勝浦町） 新 居 百 榮 さん（上勝町）

篠崎佐千代さん（上勝町） 山 下 俊 洋 さん（上勝町）

日 程 開 会 午後２時～

知事挨拶等

意 見 交 換（パネリストからのご意見を

中心にフリートーキング）

閉 会

終 了 午後４時（予定）

【お問い合わせ先】 秘書課 広報広聴担当 088（621）2021

勝浦町総務税務課 （42）2511 IP 050（3438）7148

開開催催
県の考え方や県政の方向性を積極的にお示しするとともに、直接県民の皆様の生の声をお聴きし、コミュ

ニケーションを図りながら、「オンリーワン徳島」を目指して、県民の皆様と

一緒に県政をつくるため、「しゃべり場とくしま」が次のとおり開催されます。

知事との対話が気軽にできる機会です。是非、ご参加を！

�� ��
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ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
心
が
…

三
月
十
四
日
～
四
月
十
三
日
は
、
家
出
少

年
お
よ
び
福
祉
犯
被
害
少
年
の
発
見
、
保
護

活
動
を
重
点
に
推
進
し
ま
す
。

学
年
末
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
、
生
活
環

境
の
変
化
な
ど
か
ら
、
少
年
が
飲
酒
、
喫
煙
、

家
出
等
の
不
良
行
為
や
万
引
き
、
薬
物
乱
用

等
の
非
行
、
さ
ら
に
は
、
福
祉
犯
等
の
被
害

に
遭
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
不

良
行
為
少
年
お
よ
び
福
祉
犯
被
害
少
年
の
早

期
発
見
や
、
少
年
お
よ
び
保
護
者
に
対
す
る

相
談
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

■
推
進
の
重
点
は
、

不
良
行
為
少
年
等
の
早
期
発
見
・
措
置
の

た
め
の
街
頭
補
導
活
動
の
強
化

少
年
お
よ
び
保
護
者
に
対
す
る
相
談
活
動

の
強
化

少
年
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
有
害
環
境

の
浄
化

非
行
防
止
教
室
等
に
よ
る
少
年
の
規
範
意

識
の
向
上
に
資
す
る
活
動
お
よ
び
広
報
啓

発
活
動
の
強
化

子
供
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
対
策
の
推
進

薬
物
乱
用
少
年
の
早
期
発
見
・
補
導
お
よ

び
薬
物
乱
用
防
止
の
た
め
の
広
報
啓
発
活

動
の
強
化

飲
酒
、
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
広
報
啓
発

活
動
の
強
化

で
す
。

家
族
が
、
地
域
の
者
が
、
チ
ョ
ッ
ト

し
た
子
供
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、
危
険

な
芽
は
早
め
に
つ
み
取
り
ま
し
ょ
う
！

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２

安
全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

４月 ３月

３
日

17
日

24
日

６
日

13
日

27
日

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

９

学童クラブ名称 ちゃいるどクラブ たけのこクラブ

場 所 生比奈小学校東側 横瀬小学校西側

生 活 内 容 下校→宿題→遊び→おやつ→片付け→帰宅
その他体力づくり、読み聞かせなど

保 育 時 間
下校時～19:00 下校時～18:30

平 日

土曜・長期休暇・臨時休校日 ７:30～19:00 ７:30～18:30

休 日
日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月４日）

日曜・祝祭日
お盆（８月12～15日）
年末年始（12月29日～１月３日）

保

育

料

平常保育
５･６･９･10･11月

７,０００円/月 低学年 ７,０００円/月
高学年 ４,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ６,０００円/月
高学年 ３,５００円/月

長期休暇を含む月
４･７･12･１･３月 ８,０００円/月 低学年 ８,０００円/月

高学年 ６,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童

低学年 ７,０００円/月
高学年 ５,５００円/月

長期休暇月 ８月 １３,０００円/月 １０,０００円/月

同時に入所している第２
子以降の児童 ８,０００円/月

長期休暇のみ
夏休み（７月）
夏休み（８月）
冬休み
春休み

４,０００円
１２,０００円
４,０００円
６,０００円

入 会 金 ３,０００円/人
申 込 先 各学童クラブ
申込時間帯 平日 13:00～16:00

問い合わせ先
ちゃいるどクラブ事務局
４２－３８８４

たけのこクラブ事務局
４２－２０５５

そ の 他 一時預かり（事前連絡必要：1,000円/日）

次
の
と
お
り
学
童
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す
。

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

学

童

ク

ラ

ブ

募

集

員
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ご
家
族
ぐ
る
み
の
加
入
で
、
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

申
込
受
付
期
間

三
月
三
日

～

三
十
一
日

保
険
料一

口

四
百
八
十
円

（
一
人

二
口
ま
で
加
入
可
）

申
込
書

別
紙
折
込
チ
ラ
シ

加
入
申
込
書
を
切
り
取
り
、
加
入
者
氏
名

等
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、
保
険
料
を
添
え

て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
一
年
間

そ
の
他

平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
、
保
育
所
入

所
予
定
の
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
学
生
に
つ

い
て
は
、
町
が
一
口
分
の
み
半
額
負
担
い
た

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

（
４
２
）１
５
０
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

町
民
交
通
傷
害
保
険

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
行
事

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
三
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

二
月
の
活
動
報
告

勝
浦
町
の
観
光
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ビ
ッ

ク
ひ
な
祭
り
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

家
の
雛
人
形
と
は
違
う
、
ひ
な
壇
の
大

き
さ
や
人
形
の
多
さ
に
子
供
た
ち
も
驚
い

て
い
ま
し
た
。

お
雛
様
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、

市
松
人
形
と
背
の
大
き
さ
く
ら
べ
を
し
た

り
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

３月

ひ
な
壇
の
前
で
記
念
写
真

町政に関する御提言をお聞かせいただく「出前講座」を、住民の皆

さんから応募いただき、実施しようと予定しております。

今回は、町が提案するテーマについて、各種団体やグループを対象

に、町が実施している施策の改良案や疑問点についてお聞かせいただ

きたいと考えていますので、お気軽にお申し込みください。

〔テーマ〕今回は以下の３テーマに限らせていただきます。

①産業振興 ②ごみ減量化とリサイクル

③情報施設の活用

お聞かせください！ 町政への御提言

申込み確認事項

「出前講座」申し込みまでに決定してお
いてください。
①団体（グループ）名
②代表者の住所、職名および氏名
③代表者の連絡先
④希望開催日、開催予定場所
⑤テーマと内容（開催が決定した後、内容を

記載した文書をいただく場合があります）

【申し込み･問い合わせ先】
担当課:勝浦町総務税務課（総務担当） 担当:野上･山田
連絡先: （42）2511 IP 050（3438）7148

３月行事予定

11日 ４日

お
別
れ
遠
足

（
阿
南
市
大
野
町
の
西
部
公
園

へ
行
き
ま
す
）

※
午
前
十
一
時
現
地
集
合
。

※
お
弁
当
は
用
意
し
ま
す
の
で
、

お
茶
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
締
め
切
り
は
三
月
七

日

午
後
一
時
ま
で
で
す
。

ひ
な
祭
り
パ
ー
テ
ィ
ー

（
ケ
ー
キ
作
り
を
し
て
、
み
ん

な
で
お
昼
ご
飯
を
た
べ
ま
す
。）

※
詳
し
く
は
折
込
チ
ラ
シ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

��
��

��
��

�
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優
秀
な
学
生
で
あ
っ
て
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸

し
付
け
し
、
社
会
有
用
の
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

四
月
一
日

～
十
八
日

（
土
・
日
除
く
）

貸
付
予
定
者

高
校
生
・
徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

大
学
生

（
人
数
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲
内
）

貸
付
金
等
の
額

【
奨
学
金
】

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

【
入
学
準
備
金
】

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生
・
大
学
生

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
で
あ
る
こ

と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す

の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
給
食
費
等
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
、
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

四
月
一
日

～
十
八
日（

土
・
日
除
く
）

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（
４
２
）

２
５
１
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動

車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四

月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な
い

方
、
ま
た
住
所
を
変
更
さ
れ
た
方
は
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
窓
口
で
確

実
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車

（
一
二
五
cc
以
下
の
バ
イ
ク
）

・
小
型
特
殊
自
動
車

勝
浦
町
役
場
総
務
税
務
課

（
４
２
）１
５
０
３

・
軽
二
輪
（
二
五
一
cc
以
上
の
バ
イ
ク
）

四
国
運
輸
局
徳
島
運
輸
支
局

０
５
０（
５
５
４
０
）
２
０
７
４

・
軽
自
動
車
・
軽
二
輪

（
一
二
六
～
二
五
〇
cc
の
バ
イ
ク
）

徳
島
県
軽
自
動
車
協
会

０
８
８（
６
４
１
）２
０
１
０

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
ト
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
に
つ
い
て

は
、
乗
用
装
置
（
人
が
乗
る
た
め
の
設
備
）

を
備
え
、
国
土
交
通
大
臣
の
形
式
認
定
を
受

け
た
も
の
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

公
道
を
走
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
使
用
実

態
を
問
わ
ず
軽
自
動
車
と
し
て
の
登
録
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）
１
５
０
３

平
成
二
十
年
度

就
学
援
助
制
度

平
成
二
十
年
度

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
金
に
つ
い
て

心身の発育や発達に関する必要

な相談を次のとおり実施します。

３月25日 午後２:00～

勝浦町住民福祉センター１階

小松島療育センター

吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込

みが必要になります。３月５日

までに勝浦町福祉課保健師へ

申し込み予約をしてください。

予約がない方については、当日

は受けれません。

【問い合わせ・申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

ＩＰ 050（3438）7441

ご
存
じ
で
す
か
？

小
型
特
殊
自
動
車
の

登
録
に
つ
い
て

軽
自
動
車
の
廃
車
・
名
義

変
更
は
お
済
み
で
す
か
？

子育て支援の一環として

発達相談窓口を

開設しています！
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午前８時～11時まで
※悪天候の場合は３月９ に延期します。

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

ごみの出る量を減らすために、修理可能な物

は修理をする、リサイクルできるものは、リサ

イクルショップへの売却や知人にあげたりしま

しょう。

注意：当日は、家電４品目（エアコン･テレビ･

電気冷蔵冷凍庫・電気洗濯機）について

は受け取りをしません。

①家電小売店に引き取りを依頼してください。

②廃棄のみで、購入した小売店が営業をしていな

い場合のみ、役場住民課で受け取りをいたしま

す。[月曜日から金曜日（祝日・振替休日を除く）

の午前８時30分から午後５時までの間] 事前に

郵便局でリサイクル料金を払ってから廃棄する

家電品と運搬料金（１個2,000円）をご持参くだ

さい。

※一部の会社の製品は
この料金と違うもの

があります。別に郵
便局で手数料120円
必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3,150円

テ レ ビ 2,835円

電気冷蔵庫・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

ＩＰ（代）

農業振興地域から除外手続きを

農地を農地以外の地目（宅地・雑種地・山

林等）に変更するときは、農業振興地域から

除外しておく必要があります。

手続きは農業委員会に申請することになり

ます。本年は３月10日に受付を締め切ります。

県知事の許可は、10月上旬頃になります。そ

の後農地の転用申請をする必要があります。

転用申請は、この締め切り日を過ぎると、

１年先送りとなります。忘れないように手続

きをしてください。

除外申請ができていない場合、農地の転用

許可は受けられませんのでご注意ください。

勝浦町農業委員会事務局 （42）1505

農業委員会からのお知らせ

金属類についてこんな質問が

多くあります。

Ｑ アルミ箔は、どのごみ袋に入れたらよ

いですか。

Ａ 燃えるごみ（黄色）に入れて出してく

ださい。金属ですが、薄いためにリサ

イクルできません。同じようにお弁当

に入れる仕切りも兼ねたアルミカップ

も燃えるごみになります。

Ｑ 傘、目覚まし時計などの金属とプラス

チックや布が一体になっているものは、

どのごみ袋に入れたらよいですか。

Ａ 分解をして、アルミ、スチール、プラ

スチック、布などに分けた場合は、ス

チール類、燃えるごみにそれぞれ入れ

てください。分解できない場合は、そ

の他金属（透明黒字）に入れてください。

分解分別していない場合は、分別ステー

ションのコンテナへも出せません。

Ｑ 仏壇の花立（真鍮製）のようにアルミ、

スチールでない金属はどの袋に入れた

らよいですか。

Ａ その他金属（透明黒字）に入れてくだ

さい。分別ステーションのコンテナへ

も出せません。

共通した注意事項
※食品、化粧品などの中身を全部出して、汚れ

を取って出してください。収集場所での害虫

発生、悪臭の原因になります。

ごみの分別⑦

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

日 時 平成20年３月２日

050(3438)7148

家庭の粗大ごみ
回収について
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＜500万件が旧姓の方！＞
結婚等により氏名を変更されている方々の記録が、いわゆる持ち主不明であった「5000万件」の

うち500万件を超えることが見込まれています。

＜ご協力お願いします＞
これらの年金記録は、国民の方々お一人お一人に旧姓の申出をいただくことにより、皆様の記録

に速やかに結びつけることができます。ご協力を何卒よろしくお願いいたします。

（例）Ａ子さん（67歳）が結婚前の厚生年金１年分を統合した場合

※一つの例であり、実際には様々なケースがあります。

※平成９年１月以降にはじめて年金に加入された方は、基礎年金番号制度の導入により、年金記録が一元的に

管理されておりますので、ご安心ください。

【問い合わせ】 徳島市山城西４丁目45番地 徳島南社会保険事務所 088（652）1511

平成８年
12月以前に

未統合期間

結婚前に加入して
いた厚生年金の記録

結婚後に加入した国民年金の記録（基礎年金番号の記録） 年金受給

旧姓の履歴をお申し出いただくことで、基礎年金番号の記録
に結びつきます。

１年分

20歳 21歳（結婚） 60歳 65歳 現在

この例の場合、年間約３万円の増額
結婚前の厚生年金の記録１年分が結びついて、
年金が年間で約３万円増えました。

２．旧姓履歴の申出 申出は社会保険事務所へ

３．記録の調査および統合 記録の調査および統合は社会保険事務所で
行い、皆様に結果をお知らせします。

記入がもれている場合

①社会保険事務所または年金相談センターで
〔受付時間〕月～金曜日：午前８時30分～午後５時15分

２月と３月は一部の年金相談センターを除き午後７時まで受付時間を延長します

２月９日（土）、３月８日（土）、３月９日（日）：午後９時30分～午後４時

（都合により開庁できない社会保険事務所・年金相談センターもあります。）

※お近くの社会保険事務所の所在地や開庁時間の延長などについては、

社会保険庁ホームページ（http://www.sia.go.jp/）でご案内しております。

②お電話で 「ねんきん特別便専用ダイヤル」0570－058－555
※ＩＰ電話、ＰＨＳからは「03－6700－1144」にお電話ください。

〔受付時間〕月～金曜日：午前９時～午後８時 第２土曜日および３月９日 ：午前９時～午後５時

※原則として皆様の基礎年金番号や生年月日をお尋ねし、後日、回答票を郵送させていただきます。

※「ねんきんダイヤル」（0570－05－1165）でも受け付けております。

③インターネットで（ユーザＩＤ・パスワード）
現役加入者の方は、社会保険庁ホームページから、ユーザＩＤ・パスワードをお取りいただければ、同ホー

ムページでいつでもご自身の年金加入記録をご覧いただけます。

社会保険庁ホームページ http://www.sia.go.jp/

平成20年４月から10月までの間に、すべての年金受給者・現役加入者の方々に「ねんきん特別便」をお送

りし、改めて記録の確認をお願いすることとしております。

１．記録の確認は以下の３つの方法で まずは記録を
ご確認ください

旧姓で年金に加入していた方は

以前の記録が統合されていないことがあります

結婚で姓が変わった

人は要注意！
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国民健康保険被保険者証を郵送します

現在交付している被保険者証は、３月31日で有効期限が満了します。

したがって４月１日以降は、新しい被保険者証でなければ使うことができません。

被保険者証は世帯主あてに郵送します。

なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・転入・転出・他の健康保険加入等）があった場合は、

印鑑をご持参のうえ、役場窓口で手続きをしてください。

問い合わせ 勝浦町総務税務課 (42)1503

被保険者証の正しいとりあつかいを知っておきましょう

●住所、氏名、生年月日などに誤りが

ないか確かめましょう。

●裏面の注意事項を

よく読んでおきま

しょう。

●被保険者証は他人に

貸したり借りたりし

てはいけません。

●コピーした被保険者

証は使えません。

●治療を受けたあとは、

必ず手元に保管して

おきましょう。

（保管の場所を決めておく

と使いやすいです）

新しい被保険者証を受け取ったら 被保険者証を使用するときの注意

お済み

ですか？

確

定

申

告

月 日 対象地区 会 場

３月１日 全 町 役場２階会議室

３日 星 谷 星谷集会所

４日 黒 岩 教育集会所

６日 今 山 今山ふれあい交流館

７日 中 角 農村婦人の家

10日 山西･掛谷 ＪＡ東とくしま生比奈支所

11日 沼江･石原 石原集会所

13日 全 町 役場２階会議室

14日 全 町 役場２階会議室

16日 全 町 役場２階会議室

17日 全 町 役場２階会議室

受付時間：午前９時～午後４時まで

国保に加入している方や、４月から後期高齢

者医療の被保険者となる方の世帯で、18歳以上

の方は所得がない方でも申告が必要です。申告

を済ませていないと保険税の減額が受けられな

い場合がありますので、ご注意ください。

平成20年度 住民税の所得申告および

所得税確定申告受付会場 確
定
申
告
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
三
月
十
七
日

ま
で
、
個
人
事
業

者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
三
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
て
申
告
や
納
税
を
さ
れ
ま
す
と
、
本
税
の
ほ
か
に
加
算
税
や

延
滞
税
が
必
要
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、
三
月
十
七
日

ま
で
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
（
徳
島
市
山
城
町
東

浜
傍
示
１
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
税
務
署

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１
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私
は
あ
る
日
、
公
民
の
資
料
集
で
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
の
新
聞
記
事
の
資
料
を
目
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
き
く
書
か
れ
た
見

出
し
に
よ
り
私
の
目
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。

見
出
し
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
人
間
と
し
て
生
き
ら
れ
る
」
―
何
と
も

言
え
な
い
衝
撃
が
私
の
胸
を
打
ち
つ
け
ま

し
た
。

こ
の
見
出
し
に
込
め
ら
れ
た
意
味
。
そ

れ
を
理
解
す
る
こ
と
で
私
は
更
に
シ
ョ
ッ

ク
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
人
達
は
今
ま
で

ど
れ
ほ
ど
人
間
か
ら
隔
離
さ
れ
、
ど
ん
な

差
別
を
う
け
て
き
た
の
か
、
考
え
れ
ば
考

え
る
程
胸
が
え
ぐ
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

こ
の
世
に
産
声
を
あ
げ
て
生
ま
れ
た
と

き
、
み
ん
な
に
平
等
に
与
え
ら
れ
る
の
が

命
。
そ
れ
と
同
時
に
人
権
で
す
。
私
は
毎

日
、
生
き
て
い
る
中
で
い
ろ
ん
な
人
権
問

題
に
ふ
れ
ま
す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
身
近

に
あ
る
「
人
を
傷
つ
け
る
言
葉
」
や
「
そ

の
人
自
体
を
否
定
す
る
行
為
」
な
ど
私
の

身
の
回
り
に
た
く
さ
ん
は
び
こ
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
最
近
の
私
た
ち
は
、
軽
々
し

く
「
死
」
を
口
に
す
る
の
で
す
。
「
死
に

た
い
」「
死
ね
」「
死
ぬ
」
普
段
の
会
話
の

中
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

友
だ
ち
と
の
会
話
の
中
で
使
わ
れ
る
と
き
、

本
当
に
死
に
た
い
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
「
な
ん
と
な
く
」
軽
い
気
持
ち

で
言
う
の
で
す
。
だ
け
ど
人
権
を
侵
害
さ

れ
て
、
本
当
に
死
に
た
い
と
思
っ
た
と
き

人
は
ど
う
す
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
…
。

私
は
以
前
、
と
て
も
辛
く
て
、
放
っ
と

い
て
も
死
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
壊
れ
た
心

を
抱
え
て
い
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
自

分
自
身
を
卑
下
し
、
自
分
自
身
を
憎
み
、

自
分
を
こ
ん
な
に
し
た
周
り
が
憎
か
っ
た

時
期
で
す
。
私
は
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
と

い
う
よ
り
、
「
ハ
ミ
ら
れ
て
」
い
た
の
で

す
。「
ハ
ミ
リ
」
イ
コ
ー
ル
「
仲
間
外
し
」

は
と
て
も
陰
湿
で
最
低
な
行
為
で
す
。
体

に
傷
は
残
さ
れ
ず
、
直
接
的
に
言
葉
で
傷

つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
冷
た

く
さ
れ
、
か
げ
で
嘲
笑
さ
れ
る
。
そ
う
い

う
も
の
で
す
。
私
は
そ
の
行
為
を
さ
れ
て

い
る
自
分
が
情
け
な
か
っ
た
で
す
。
今
ま

で
親
し
く
し
て
い
た
友
達
に
「
ハ
ミ
ら
れ

て
」
何
も
言
え
な
い
自
分
に
す
ご
く
腹
が

た
ち
ま
し
た
。

私
は
い
つ
で
も
声
を
殺
し
て
泣
き
ま
し

た
。
誰
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
心

の
表
れ
で
し
た
。
で
も
し
ば
ら
く
し
て
か

ら
家
族
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私
は

全
て
を
話
し
ま
し
た
。
時
々
声
が
し
ゃ
く

り
あ
げ
た
様
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
泣
き

な
が
ら
話
し
て
い
た
た
め
で
し
た
。
祖
母

と
母
は
「
辛
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
頭
を
撫

で
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
「
死
に
た
い
」

と
か
、「
学
校
行
き
た
く
な
い
ん
や
け
ど
」

と
か
言
い
な
が
ら
ひ
た
す
ら
涙
を
流
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ず
っ
と
黙
っ
て
い

た
父
が
、
口
を
開
き
ま
し
た
。

「
お
前
は
そ
ん
な
弱
い
人
間
だ
っ
た
ん
か
。

泣
い
て
ど
う
す
る
ん
な
。
泣
い
て
今
の
状

況
が
変
わ
る
ん
か
。
甘
い
ぞ
。
お
前
が
大

事
に
し
と
る
友
だ
ち
で
、
今
の
状
況
が
嫌

な
ん
だ
っ
た
ら
、
お
前
は
前
を
見
て
生
き

な
ア
カ
ン
の
ぞ
。
泣
く
な
。
一
人
で
抱
え

こ
ん
で
、
後
ろ
向
き
に
な
っ
と
る
お
前
を

見
る
ん
は
、
父
さ
ん
も
辛
い
ん
じ
ゃ
。
強

く
生
き
れ
る
よ
う
に
な
れ
。
」

父
の
言
葉
は
、
私
の
胸
に
ひ
と
つ
ひ
と

つ
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

は
じ
め
て
、
声
を
あ
げ
て
泣
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
辛
い
と
か
、
悲
し
い
と
か
じ
ゃ

な
く
、
た
だ
父
の
厳
し
く
も
、
私
を
想
っ

て
く
れ
て
い
る
言
葉
が
嬉
し
か
っ
た
の
で

す
。

「
死
に
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
私
の
心
を

変
え
て
く
れ
た
の
は
父
で
し
た
。
私
が
前

向
き
に
生
き
、
誰
か
を
必
要
と
し
て
誰
か

と
生
き
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
、
ボ

ロ
ボ
ロ
の
私
に
両
手
を
さ
し
の
べ
て
く
れ

ま
し
た
。
誰
か
の
力
で
、
こ
ん
な
に
強
く

な
れ
る
と
叫
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

今
の
私
が
生
き
て
い
ら
れ
る
糧
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
し
て
差
別
さ
れ
て

き
た
人
達
。
そ
の
人
達
も
全
て
を
や
め
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
負
け
な
か
っ
た
、
生
き
る

こ
と
を
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
の
は
誰
か
の

力
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
誰
か

が
壊
れ
そ
う
な
心
を
、
元
に
戻
す
た
め
に
、

手
を
貸
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
の
心
と
い
う
の
は
壊
れ
や
す
く
て
、

も
ろ
い
も
の
で
す
。
全
て
を
や
め
た
い
と
、

何
度
も
心
の
中
で
く
り
か
え
す
の
で
す
。

だ
け
ど
、
そ
こ
で
本
当
に
全
て
終
了
し
て

し
ま
っ
て
は
、
誰
に
何
も
残
せ
な
い
と
私

は
思
い
ま
す
。
「
死
に
た
い
」
と
本
気
で

思
っ
た
時
、
誰
か
が
き
っ
と
手
を
さ
し
の

べ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
事
だ
っ

て
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
信

じ
て
み
る
時
間
や
心
く
ら
い
は
安
い
も
ん

な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

人
の
心
は
、
誰
か
の
力
と
か
優
し
さ
が
な

い
と
、
す
ご
く
壊
れ
や
す
い
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
。
私
は
い
つ
か
、
私
と
同
じ
よ

う
に
悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
誰
か
の
力
に

な
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。

父
の
よ
う
に
。

壊
れ
や
す
い
心
に
気
づ
く
こ
と

平
成
十
五
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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短
歌
〈
中
学
生
の
部
〉

◆
は
じ
め
て
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
た
と
き
ぼ
く
の
世
界
は
か
な

り
変
わ
っ
た

勝
浦
中
学
校

斎

藤

大

作

◆
山
間
に
沈
む
夕
日
の
だ
い
だ
い
は
名
ご
り
惜
し
い
と
大
地
を
染
め
て

勝
浦
中
学
校

楠

涼

也

◆
動
物
が
罪
も
な
い
の
に
死
ん
で
い
く
人
間
た
ち
の
自
然
破
壊
で

勝
浦
中
学
校

溝

内

惇

◆
山
の
上
下
の
風
景
み
た
と
き
に
自
分
の
街
が
大
き
く
み
え
た

勝
浦
中
学
校

大

井

健

至

◆
タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
が
空
の
旅
に
出
る
来
年
も
ま
た
恋
で
き
る
か
な

勝
浦
中
学
校

新

居

涼

介

短
歌
〈
一
般
の
部
〉

◆
表
情
も
声
も
豊
か
に
百
歳
の
お
鯉
が
聴
か
す
阿
波
の
「
よ
し
こ
の
」

中
山

山

下

房

雄

俳
句
〈
小
学
生
の
部
〉

◆
お
へ
ん
ろ
さ
ん
ど
こ
か
ら
来
た
の
と
並
ん
で
歩
く

生
比
奈
小
六
年

平

井

成

美

俳
句
〈
一
般
の
部
〉

◆
特

選

阿
波
踊
り
月
を
残
し
て
果
て
に
け
り

中
山

山

下

房

雄

川
柳
〈
一
般
の
部
〉

◆
準
特
選

一
席

や
す
ら
ぎ
を
探
せ
ば
母
に
辿
り
着
く

横
瀬

日

下

美

里

弾
力
の
あ
り
て
湿
れ
る
畑
の
土
両
手
に
親
し
く
玉
葱
植
え
る

坂
本

木

下

茂

子

百
キ
ロ
の
重
さ
に
堪
え
て
み
か
ん
木
は
実
を
ち
ぎ
る
毎
に
揆
ね
上
が
り
ゆ
く

中
山

溝
内
喜
美
代

太
陽
が
転
が
る
様
に
沈
み
ゆ
く
秋
の
日
暮
れ
を
急
ぎ
て
帰
る

坂
本

菅
内
久
美
子

癌
疑
い
の
晴
れ
し
と
親と

友も

の
弾
む
声
た
わ
わ
の
蜜
柑
を
採
り
つ
つ
に
聞
く

与
川
内

植

松

寄

子

暮
れ
や
す
き
山
路
を
急
ぐ
お
遍
路
の
無
事
を
祈
り
て
見
送
り
て
お
り

横
瀬

日

下

克

子

霜
柱
音
を
残
し
て
踏
み
締
め
る
歩
き
遍
路
の
朝
の
旅
立
ち

横
瀬

西

蔭

達

男

近
頃
は
若
き
遍
路
と
よ
く
出
合
う
我
が
行
く
道
を
見
つ
め
直
す
か

横
瀬

林

と
み
え

吾
も
ま
た
辿
り
着
き
た
る
米
寿
な
り
百
歳
ま
で
も
と
励
ま
し
く
る
る

棚
野

田

中

茂

子

目
的
地
い
ず
こ
な
る
ら
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
急
ぐ
様
な
る
車
連
な
る

棚
野

殿

川

早

苗

我
が
後
を
子
は
継
が
ず
と
も
み
か
ん
畑
春
く
れ
ば
ま
た
白
き
花
咲
く

坂
本

平

尾

智

男

独
り
来
て
化
石
を
探
す
と
町
人び

と

の
石
打
つ
音
が
こ
だ
ま
と
な
れ
り

横
瀬

廣
安
美
枝
子

湯
曇
り
の
窓
を
拭
え
ば
小
雨
降
る
今
日
一
日
の
予
定
を
思
う

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

半
天
に
仕
立
て
直
せ
し
紬
の
着
物
姑
の
形
見
を
夫
と
子
が
着
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

連
れ
立
ち
て
歩
め
ば
会
話
も
増
し
て
来
る
冬
陽
を
浴
び
た
る
吾
等
夫
婦
よ

横
瀬

丸

関

朋

子

大
根
を
道
具
に
た
よ
ら
ず
手
で
刻
み
こ
の
こ
だ
わ
り
で
切
干
し
作
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

塾
終
え
て
帰
る
生
徒
の
自
転
車
の
き
ら
め
く
ラ
イ
ト
雨
に
続
け
り

立
川

堀

梅

子

一
列
に
遠
足
の
児
行
く
六
十
人
未
来
想
い
て
胸
内
温ぬ

く
し

棚
野

島

つ
と
む

今
日
だ
け
は
信
じ
て
み
た
い
占
の
教
訓
み
た
い
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
見
る

棚
野

田

中

久

子

麻
酔
よ
り
醒
め
た
る
時
に
看
護
師

ナ

ー

ス

の
声
手
術
は
す
み
し
か
今
は
現

う
つ
つ

か

坂
本

山

口

昭

市

老
い
二
人
生
き
る
田
舎
の
暮
し
に
も
日
々
新
鮮
な
風
の
吹
き
来
る

生
名

岩

本

敏

子

同
い
年
の
ホ
ー
ム
の
友
を
訪
ね
来
て
設
備
の
よ
さ
に
感
心
し
お
り

中
山

栗

城

絹

帰
京
す
る
土
産
と
決
め
て
自

お
の
ず

か
ら
杵
持
ち
蓬
の
餅
を
搗
き
お
り

中
山

山

下

房

雄

孫
達
と
詣
で
し
春
の
薬
王
寺
枝
も
た
わ
わ
に
お
神
籖
の
花

中
角

花

岡

福

枝

岩
屋
寺
の
紅
葉
は
谷
に
影
映う

つ

し
清
き
流
れ
と
共
に
揺
れ
お
り

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

可
も
不
可
も
な
く
て
過
ご
せ
し
去
年

こ
ぞ

な
る
と
振
り
返
り
つ
つ
初
日
を
拝
む

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

※
松
並
先
生
が
大
変
お
忙
し
そ
う
で
し
た
の
で
、
今
回
は
私
が
選
ば

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
不
備
な
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

お
読
み
下
さ
い
。

《
短
歌
学
級
生
募
集
》

松
並
先
生
を
お
迎
え
し
て
年
六
回
短
歌
学
級
を
開
い
て
い
ま

す
。
短
歌
を
作
っ
て
見
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
、
中
田

（
４

２
）
４
５
８
３
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
年
会
費
は
四
千
円

で
す
。

三
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

四
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

第
二
十
二
回

国
民
文
芸
祭

～
勝
浦
町
受
賞
作
品
～

か
つ
う
ら
歌
壇

中
田
ヤ
ス
エ

選
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

７ 金

離 乳 食 講 習 会 13:00～13:30
農村環境改善

セ ン タ ー

平成19年９月１日

～１月31日までに

生まれた子

母子健康手帳

乳 児 健 康 診 査 13:30～14:00

17 月 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

ん な 健の 康み
（42）1502〉

糖
尿
病
教
室
、
三
月
は
次
の
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら
一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
４
１

３月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

４日 内科医師 糖尿病について

11日 坂口栄養士 食事について

18日 正瑞薬剤師 薬について

25日 亀山看護師長 生活と運動

４月１日から、妊婦一般健康診査受診票の発行枚数が拡大されます

今日、働く妊婦さんが増加するなど社会情勢は変化して

います。母体や胎児の健康の確保のため、健康診査は大変

重要です。平成20年度から、少子化対策の一環として週数

に応じて、妊婦健康診査受診票が２枚から５枚に拡大され

ます。

対象となる人は、４月１日以降に妊娠届けを提出

された方になります。

麻しん排除計画にかかる定期予防接種の実施について

昨年10歳代20歳代の年齢層で麻しんが流行し、多数の学校が休校措置を行うなど社会的な混乱が

みられました。

また、この流行の原因として現在10歳代、20歳代の年齢層の麻しん接種は１回であり、中には免

疫を獲得できなかった人や接種をしなかった人等で、抗体を保有していない人が多くなったからと

考えられています。このことから、平成20年４月から５年間の経過措置で、中学校１年生、高校３

年生の年齢に該当する方を対象に、麻しん予防接種を行うことになりました。本町に４月１日現在

住民票を有する、対象の方には郵送にて関係書類を送付します。接種期間は20年４月から21年３月

までに接種するようになります。（望ましい接種期間は、４月から６月の間です。）

３月の保健行事 〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師

��
��
��
��

��
��
��
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■３月３日は「耳の日」
ひな祭りと並んで、この日が「耳の日」であることもよく知られています。「３」の形が耳に似ている

ことや「ミミ」という語呂合わせから考えると分かりやすいのですが、実は３月３日は、電話を発明した

グラハム・ベルの誕生日でもあり、ヘレン・ケラー女史がサリバン先生に始めて出会った日でもあるそう

です。日本耳鼻科学会により1956年に制定され、今では一般の人に耳の健康に関心を持ってもらうため、

また耳の不自由な人への理解を深めるため、各地で様々なイベントや相談会が行われています。

３月３日は耳の日 ～耳を大切にしましょう～

耳
の
働
き

音を聞く 音の方向や遠近を区別する

■耳をきれいにしておこう
耳には、皮脂腺と耳垢腺というものがあり、分泌物を出して耳の中が傷ついたり

乾燥したりするのを防いでいます。

この分泌物にゴミやほこりが吸いつけられたものが耳あか。耳あかを取らないで

いると、聞こえにくくなったり、できものができたりします。耳あかをとるには

耳かきや綿棒などを使って、やさしく、ていねいに掃除しましょう。

■耳の健康のために
昨今の耳を取り巻く環境は、外出時はとくに、常に音楽や騒音が入ってくる状態で、あまり良いとは言

えないかもしれません。工事現場での機械音や、店舗等で音楽や宣伝用の放送を聞き続けている人は、神

経が過剰に刺激されて耳鳴りが残ったり聴力が低下したりすることがあります。また無意識のうちにスト

レスとなって体の不調を引き起こす可能性もあります。ヘッドホンステレオによる難聴も増えているそう

です。耳の健康のために、日常の環境を少し見直してみませんか？耳栓や防音マットを使ったり、できる

だけＡＶ機器のボリュームを下げたり。ちょっとした工夫ができると思います。

忙しい毎日かもしれませんが、たまには耳を休ませてあげるため水の流れや鳥や虫の声が聞こえるような、

自然の音の中に身を置いてみるのもいいですね。

こんなときは早めの受診を…

めまい・耳鳴りが頻繁におきる。人の話を何度も聞き返したり、家族からテレビのボリューム

が大きくなったといわれたりする。

メニエール病や様々なケースの難聴（加齢によるものも含む）が考えられます。

放置せず、耳鼻科で適切な処置をしてもらいましょう。

● 所得税・地方税上の特別障害者控除認定書の発行について●

老齢者については、所得税法施行令・地方税法施行令の規定により、身体障害者手帳の交付を受けて

いる者等のほか、身体障害者に準ずる者等として市町村長の認定を受けている者を特別障害者控除の対

象としています。

現在、介護認定が要介護４および要介護５を受けられている方については、認定書を発行しますので、

勝浦町福祉課 介護保険係 （42）1502までお申し出ください。

平衡感覚を

感じとり身体

のバランスを

とる
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ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

３
月
１
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

３
月
８
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

４日

（火）

山 西

中 角

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

11日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

18日

（火）

生 名

久 国

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

前田さん宅前ごみフェンス横

25日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

３日

（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

10日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

17日

（月）

生 名

〃

久 国

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

24日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

６日 ・27日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

７日 ・28日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

不用犬引き取り日

11日 ・25日
※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

最近、犬の飼い主の方のマ
ナーが悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中の
フンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ
れています。近隣や周囲の人
に迷惑をかけることなく楽し
く快適にペットと暮らすため
にも、愛情と責任を持って飼
いましょう。

��
��������

��

����
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こころげそう 畠 中 恵

つるべ心中の怪 中 津 文 彦

セ・シ・ボン 平 安寿子

ラットマン 道 尾 秀 介

藪枯らし純次 船 戸 与 一

雪になる 谷 村 志 穂

新世界より 上・下 貴 志 祐 介

無言の旅人 仙 川 環

ダンシング・ヴァニティ 筒 井 康 隆

遺したい言葉 瀬戸内寂聴

エクサバイト 服 部 真 澄

新・御宿かわせみ 平 岩 弓 枝

めぐみ手帳 横 田 滋

地域医療を守れ 平 井 愛 山

給料はこうして増やしなさい 荻 原 博 子

写真が語る地球激変 フレッド・ピアス

子どもの身体力の基本は遊びです 汐 見 稔 幸

ビデオ編集＆ＤＶＤ作り 一 条 真 人

続・美味しんぼの料理本 雁屋哲・花咲アキラ

《児童書》

からすとかばのかいすいよく 二宮由紀子

だいすきひゃっかい 村上しいこ

チェブラーシカ エドゥアルド・ウスペンスキー

やさいのえんそくおおさわぎ さくらともこ

くもをおいかけてごらん、ピープー

ローレンス・ブルギニョン

のはらのせんたくやさん 神 沢 利 子

★おはなし会

23日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

３
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０１１ １２ １３１４ １５

１６ １７１８ １９ ２０２１ ２２

／ ／ ２５ ２６ ２７２８ ２９

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

有 川 浩

阪 急 電 車

恋の始まり、別れの兆し、

そして途中下車……関西の

ローカル線を舞台に繰り広

げられる、片道わずか15分

の胸キュン物語。

赤 川 次 郎

ドラキュラ城の舞踏会

ルーマニアの山中で、埋

もれていた中世の城が発見

された。まるで昨日まで誰

かが住んでいたかのように

保存状態の良い、不思議な

城だった。その城の壁には、

日本人と思われる女性の肖

像画がかけられていて……。

23
30

24
31

池 澤 夏 樹

光の指で触れよ

土の匂いに導かれて離れ

ばなれの家族が行きつく場

所は－。前作『すばらしい

新世界』の幸福なあの一家

になにが起きたのか。現代

に生きる困難とその果てに

きざす光を描く長編小説。

新着図書の一部紹介
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日 時 ３月８日 ･９日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時
※土・日・祝日・21日 を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５
年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談 ご利用
ください！

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 今月お休みします

踊 り ５ ・19 午後 2:00～4:00

歌 謡 ２ ・16 午後 7:30～9:30

生け花 10 ・31 午後 7:30～9:30

大正琴 今月お休みします

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

３月 交流講座ご案内

（
大字坂本字生実

大字坂本字坂本

中 川 勇

新居真佐子

（
大字棚野字仮屋

阿南市

谷 本 善 隆

木 若 奈

ご結婚おめでとう

お誕生おめでとう

大字棚野字大谷 ）相 原 裕
峰 子

二男 快
かい

成
せい

善意ありがとうございました
（１月16日～２月15日）

堺 健 司 さん（中山） 山 村 英 男 さん（今山）

敏 鎌 謙 次 さん（久国） 杉 本 守 さん（坂本）

河 野 洋 一 さん（中角） 平山美千江 さん（横瀬）

以上の方から善意銀行に善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

日 時 ３月７日･ 14日 ･21日 28日
午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽にお問い

合わせください。 (42)4652

心 配 ご と 相 談

３月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

人 口（平成20年１月31日現在）

世帯数 2,146戸

男性 3,014人

女性 3,243人

計 6,257人

出生 男 ０人 女 １人 計 １人

死亡 男 ６人 女 ３人 計 ９人

転入 男 ２人 女 １人 計 ３人

転出 男 ６人 女 ７人 計 13人

大字中角字長田 髙 井 勝（63歳）

大字棚野字仮家 五見アサコ（79歳）

大字坂本字坂本 杉本冨士男（79歳）

大字三溪字豊毛本 中野ツルヱ（96歳）

大字坂本字岡田 石 尾 治（91歳）

大字三溪字下川原 平 山 （54歳）

大字棚野字竹国 前 田 幸 子（88歳）

大字星谷字高関 沖 野 政 義（68歳）

おくやみ申します

広報かつうら２月号（第452号）２ページに掲載

されている平成20年勝浦町消防団入団者に、誤り

があり以下のように訂正させていただきます。

関係各位ならびに読者の皆様にご迷惑をおかけ

しましたことを深くお詫び申し上げます。

（誤）第三分団 大谷浩司

（正）第二分団 大谷浩司
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まちのうごき
平成20年１月16日～２月15日（敬称略）


